
令和元年度地域国際化ステップアップセミナーin愛知

自治体職員・地域国際化協会職員、

NPO/NGO関係者、その他関心のある方
(企業、学生、一般市民）

100名 （先着順）

以下フォームよりお申込みください

https://bit.ly/33DzCBP

申込みフォームが使えない場合は①～⑥を記載の上、
international_cooperation@plaza-clair.jp 
にお送りください。

①件名【1/23愛知セミナー申込】
②お名前(ふりがな)
③ご所属
④ご連絡先（電話、E-mail）
⑤懇親会参加の有無 （会費制）
⑥本セミナーをお知りになったきっかけ

「多様なセクターとの連携・協働」

～外国にルーツのある人々の乳幼児期から老年期まで、

ライフサイクルに応じた「支援のつながり」を構築、強化するために～

2020年1月23日（木）13:30～17:30（受付13:00～）

名古屋国際センター別棟ホール

13:30~ 開会挨拶 一般財団法人 自治体国際化協会

13:40~
導入講義：『人間』を受け入れるということ～乳幼児期と老年期の暮らしを考える～
土井佳彦氏 特定非営利活動法人 多文化共生リソースセンター東海 代表理事

14:10~ 活動紹介

1 「愛知県における多文化共生の取り組み～乳幼児期と老年期を中心に～」
各務元浩氏 愛知県県民文化局県民生活部社会活動推進課 多文化共生推進室 室長補佐

2 「多言語・多文化保育の実践から」
加藤順彦氏 一般社団法人多文化リソースセンターやまなし 代表理事

3 「多言語・多文化介護の実践から」
呼和德力根氏 特定非営利活動法人 神戸定住外国人支援センター(KFC) ｾﾞﾈﾗﾙﾏﾈｰｼﾞｬｰ

16:05~
パネルディスカッション パネリスト：各務元浩氏、加藤順彦氏、呼和德力根氏

コーディネーター：土井佳彦氏

17:30 閉会

終了後、会費制の懇親会を予定（会費4,000円程度）

「多様なセクターとの連携・協働」

■ 主催：(一財)自治体国際化協会 市民国際プラザ

■ 後援：愛知県、名古屋市、(公財)愛知県国際交流協会、(公財)名古屋国際センター ※一部申請中

■ 企画・運営協力：(特活)多文化共生リソースセンター東海

名古屋国際センター別棟ホール

〒450-0001 名古屋市中村区那古野一丁目47番1号
アクセス ■ 名古屋駅から東へ徒歩7分

■ 地下鉄桜通線「国際センター」駅下車すぐ
■ 市バス「国際センター」下車すぐ

https://www.nic-nagoya.or.jp/japanese/aboutnic/access/ 申込フォームQRコード

参加費無料

要事前申込

対象

定員

会場

申込



一般社団法人多文化リソースセンターやまなし 代表理事

加藤順彦（かとうよりひこ）氏

海外駐在員として30年間ブラジルという多民族・多言語・多文化の多様性の世界で暮らした。2006年に帰国
後、山梨県でポルトガル語・スペイン語のボランティア通訳・翻訳を行う中、ラテン系外国人から生活相談を受け
るようになり、市民団体、一般社団法人を設立し日本の法制度を生かした外国人サポートを行っている。子育て
支援のため二つの小規模保育園を運営している。

特定非営利活動法人神戸定住外国人支援センター(KFC)ゼネラルマネージャー

呼和德力根 (ふふでるげる）氏

1981年中国・内モンゴル自治区バーリン生まれ。2005年来日。2010年神戸市外国語大学大学院修士課
程を修了後、神戸定住外国人支援センターの活動に加わる。ヘルパー2級、介護福祉士、介護支援専門員の
資格を持つ。在日韓国人、ベトナム人、中国人および中国残留邦人帰国者等の高齢者支援に取り組む。

愛知県県民文化局県民生活部社会活動推進課 多文化共生推進室 室長補佐

各務元浩 (かがみもとひろ）氏

1970年愛知県生まれ 1993年3月愛知教育大学総合科学課程卒業。同年4月愛知県庁入庁。2011年に
地域政策課主査として「あいちの離島８０日間チャレンジ」など離島振興を担当し、2013年愛知県公立大学法
人経営財務部門経営企画課長、2016年男女共同参画推進課課長補佐を経て、2018年より現職。

お問い合わせ

(一財)自治体国際化協会 市民国際プラザ 担当： 泉水（せんすい）、小川

〒102-0083東京都千代田区麹町1-7 相互半蔵門ビル１Ｆ 電話：03-5213-1734

email:international_cooperation@plaza-clair.jp http://www.plaza-clair.jp/

特定非営利活動法人 多文化共生リソースセンター東海 代表理事

土井佳彦（どいよしひこ）氏
1979年広島生まれ。大学で日本語教育を学び、卒業後、留学生や技術研修生らを対象とした日本語教育に
従事。2008年、多文化共生リソースセンター東海の立ち上げに参画し、翌年の法人格取得とともに代表理事に
就任。（一財）自治体国際化協会「地域国際化推進アドバイザー」、「あいち多文化共生推進会議」委員。

日本における在住外国人の増加傾向が続く中、取り組むべき課題は複雑化し、きめ細かな対応が求めら
れています。このように複雑化した課題に対応するためには自治体・地域国際化協会・NGO／NPOなど複
数のセクターが情報等を共有し、連携していくことが重要です。

愛知県では昨年、第三次となる「あいち多文化共生推進プラン2022」が策定され、施策目標の3つの柱
の一番目に「ライフサイクルに応じた継続的な支援・乳幼児期から老年期まで、ライフサイクルに応じた「支援
のつながり」を目指します」が掲げられました。

本セミナーでは、在住外国人支援をライフサイクルの中で捉える上でまだまだこれからの分野と言える「乳
幼児期」と「老年期」に着目し、先進事例を紹介します。まず、愛知県の多文化共生推進プランから「乳幼
児期」と「老年期」の取り組みをご紹介いただきます。次に、山梨県で外国人の乳幼児を受け入れている認
可保育園「小規模保育所 みんなのいばしょ」について、そして兵庫県で長年、在住外国人や中国帰国者
等の高齢者介護と多様なルーツをもつ外国人介護人材の雇用の取り組みをご紹介します。いずれも、今
後の多文化共生社会づくりに欠かせない取り組みです。この機会に多様なセクターとの連携・協働から、切
れ目のない支援体制づくりを考えてみませんか。

登壇者プロフィール

開 催 趣 旨

http://www.plaza-clair.jp/

